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1 事業の目的
対
象
意
図

効
果

2 令和４年度（2022年度）に実施した事業の概要

3 事業を構成する事務事業（最小事業）実績

01 /

/

02 /

/

03 /

/

04 /

/

05 /

/

06 /

/

07 /

/

08 /

/

09 /

/

10 /

/

/

/

/

/

/

4 この事業に関わる職員数（毎年度４月１日時点）

人件費　（千円）

4.0

1.0 1.0

令和７年度

正規職員等 2.5

環境保全課長

達成度

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

20,290

会計年度任用職員

令和５年度（2023年度）行政評価シート【個表】

環境保全課

－

1,058

2.5 3.0

まちの美化を進め、良好な生活環境を保全向上させるため。

清潔で美しいまちの形成が推進される。

・不法投棄防止の啓発や巡回業務を実施した。
・ごみの散乱をされない環境づくりのため、まち美化統ークリーンデー実施組織への奨励金の交付等を実施した。
• 路上喫煙禁止区域を中心に屋外の公共の場所での喫煙防止対策を実施した。
・市民団体と協働して落書き防止の啓発活動、落書きの消去活動、通報、パトロール活動を実施した。
• 公衆トイレ(39箇所）の日常清掃業務等を実施した。
・いわゆるごみ屋敷の不良な状態の解消を図るための支援及び措置を実施した。
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1

489

1.0

9,659

令和６年度

年２回の市内一斉清掃 参加人数（人）クリーンアップかまくら
市内一斉清掃事業

参加団体数（団体）

落書き防止対策事業

一般財源

その他特定財源

地方債

国県支出金

不法投棄防止事業

評価対象事業 評価者 牧野　直樹

主管課

関連課

環境-13
まちの美化推進事業

自治事務

法定受託事務

総合計画上
の位置付け 分野 生活環境 施策の方針 快適な生活環境の保全

市民等

令和４年度 令和５年度
指標（実績値／目標値） 指標（目標値）

事業費（決算／当初）（千円） 予算額（千円）

まち美化推進協議会
運営等事務

－ －

552 861

実施した主な事業
（主な経費等）

指標（単位）

―
まち美化推進協議会
委員及びまち美化推進
員報酬

事務事業

184 1,000

86 172

まち美化統一クリーン
デー奨励事業

112 115

1,232 1,342

まち美化清掃活動奨
励金

100 100

150 150

落書きのないまちづく
り事業等負担金

落書きへの対応率
（％）

100 100

271 398

不法投棄物処理委託
料

不法投棄への対応率
（％）

路上喫煙防止事業 521 500

8,569 9,614

路上喫煙防止巡回啓
発業務委託料

指導啓発件数（件）

箇所数（箇所）

公衆トイレ維持管理事
業

256,914 258,300

57,046 57,238

光熱水費、清掃業務
委託

延べ清掃穴数（穴）

屋内喫煙所事業 1

いわゆるごみ屋敷対策
事業

－ －

54 1,534

ごみ屋敷対策審議会
委員報酬 ―

花火大会ごみ回収業
務

－ －

－ 947

ごみ回収業務委託料
―

439

741

財源
内訳

1,848

－

屋内型喫煙所集塵脱
臭機維持管理委託料

9,359

1000（人）

172

120（団体）

1,342

100%

150

100%

－

849 2,289

84,461

500件

8,238

1箇所

259,386穴

61,114

67,600

68,449 81,915
24,679

2.0

82,917

1,544

79,626

事業費の合計　（千円）

-

18.4%

97.3%

100.0%

100.0%

104.2%

100.0%

99.5%

-

-



5 評価結果

(１) 最小事業評価
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落書き防止対策事業

不法投棄やポイ捨てを無くすために
は、継続的なパトロールや廃棄物の
速やかな回収が必要である。

路上喫煙防止のためには、路上喫煙
防止指導員による路上喫煙者への注
意や路面シート等による継続的な周
知が必要であり、合わせて喫煙所の
整備が必要である。

路上喫煙による市民等の身体等への
被害及びたばこの吸い殻の散乱等を
防止するためには、鎌倉駅周辺にも
屋内喫煙所の設置が必要である。

落書き防止のためには、継続的なパ
トロールによる落書きの発見、消去が
効果的であるため、ボランティア等の
協力が必要である。

定期的な監視・回収により不法
投棄やポイ捨てがされにくい環
境を維持することで、地域美化
の向上に寄与している。
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市民の環境保全に対する意識向上
のためには、継続的な啓発が必要で
ある。

市民の環境保全に対する意識向上
のためには、継続的な啓発が必要で
ある。

上位施策にどう寄与したか、
構成する事業としての妥当性

事業実施上の課題、改善点事務事業

協議会運営等は、目標設定にな
じまないため、目標を設定しな
い。

まちの美化の推進についての調
査審議等により、まちの美化の
推進に関する施策の総合的かつ
計画的な実施に寄与している。

まち美化の推進に関する施策を総合的か
つ計画的に推進するためには、まち美化
推進協議会での意見等を各施策に反映す
る見直しが適宜必要である。また、施策の
実施に当たっては、まち美化推進員の協
力が必要である。

海岸清掃や地域清掃等を通し
て、きれいな海岸、きれいなまち
並みの形成に取り組んだことに
より、美化意識の高揚に寄与し
ている。

自主的かつ継続的なまちの美化
活動を支援することによって、市
民の生活快適な環境の保全に
寄与している。

落書きを防止することにより、ま
ちの美観及び良好な都市景観を
保持し、もって快適な生活環境
の実現に寄与している。

申請に基づき、まち美化統一ク
リーンデーに参加する団体へ奨
励金を支払った。

落書きに速やかに対応した。

不法投棄防止事業

まち美化推進協議会
運営等事務

指標分析の推移、
目標未達の理由

クリーンアップかまくら
市内一斉清掃事業

まち美化統一クリーン
デー奨励事業

新型コロナウイルス感染症の影
響により秋季（まちの部）のみの
開催であったため。

故障や修繕の間を除き、予定し
ていた公衆トイレの延べ穴数を
清掃した。

ごみ屋敷対策は定量的に図れ
ず、目標設定になじまないため、
目標を設定しない。

路上喫煙防止事業

屋内喫煙所事業

公衆トイレ維持管理事
業

いわゆるごみ屋敷対策
事業

不法投棄に速やかに対応した。

指導を要する人には指導した。

屋内喫煙所１箇所を維持管理し
た。

路上喫煙の防止により、市民等
の身体等への被害の防止及び
たばこの吸い殻の散乱等の防止
を図り、もって市民等の快適な生
活環境の保持に寄与している。

屋内喫煙所の設置により、喫煙
者・非喫煙者の共存を図り、受
動喫煙及びたばこのポイ捨てを
防止することで、市民の安全・安
心及び地域美化の向上に寄与し
ている。

市内の公衆便所の適切な維持
管理によって、市民や来訪者の
利便を図るとともに、公衆衛生環
境の確保に寄与している。

所有者等に適正な管理を指導等
することによって、生活環境の保
全及び市民の安全・安心に寄与
している。

花火大会ごみ回収業
務

花火大会に伴うごみを回収する
ことで、市民等の快適な生活環
境を保持に寄与している。

いたずらによる破損等は後を絶たず、
速やかな修繕が必要である。経年に
より製品や部品の確保が困難となっ
た場合には、改修工事等が必要にな
る。

所有者等に不良な状態の解消や適
正な管理を指導等するためには、堆
積者本人の生活課題を解決すること
が必要である。

令和５年度の花火大会の開催につい
ては、今後の決定事項である。

花火大会ごみの回収量などは目
標設定になじまないため、目標
を設定しない。



(２) 視点別評価

(３) 総合評価 ※最小事業評価を踏まえて、今年度以降の取組方針等を記載する

□ ■ □ □ □

【参考】

◎事業実施に係る主な指標

◎他市比較・ベンチマーク（県内外自治体など他自治体や民間団体との比較値）

事業の上位施策に向けた貢献度はどうか 1　目的達成のために適切な手段（最小事業）である

妥当性
1　市民ニーズは変わらずにある

事業費の削減余地はないか

関連・類似する事業の統合はできないか 3　統合できる事業はない

1　事業費の削減余地はない

公平性 受益者負担は公正・公平か △.負担未導入 △-3　受益者が特定できないため、受益者負担を求めることができない

協働 市民等と協働して事業を展開しているか ○.協働実施済

○-2　市民等と協働して適切に事業を実施している

有効性

3　民間によるサービスで代替できる事業はない

現状維持 縮小

各事業の実施に対する市民ニーズはあるか

・ごみのポイ捨てや落書き防止等の美化施策について、まち美化推進員、市民、市民団体等と連携して推進する。
・路上喫煙防止の巡回指導や屋内型喫煙所の維持管理等により、観光客を含む喫煙マナーの向上とごみの散乱のないまちづくり
を推進する。
・不法投棄物について、用地管理者へ適正な用地管理を促すとともに、通報に早期に対応し、地域美化を推進する。
・公衆トイレについて、巡回清掃や適切な小破修繕など清潔で快適なトイレの維持管理により、公衆衛生環境を確保する。

民間によるサービスで代替できる事業はないか

【今後の方針】 拡充 改善・変更

効率性

指標（単位） 単位

事業の外部化（民営化・業務委託等）はできないか 1　実施済み

協働実施済の場合のパートナー

鎌倉を美しくする会（落書き防止）、
鎌倉市まち美化推進員（まちの美化）

休止・廃止

指標設定理由 年次 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標値

達成率

R6年度 R7年度

実績値

指標（単位） 単位

指標設定理由 年次 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標値

達成率   

R6年度 R7年度

実績値

比較事項

団体名 鎌倉市

他市実績

当該事業実施に伴う
他市比較に関する考え方


